
中央公園プロムナード周辺エリアの将来目指す姿を具体化する！！をテーマに開催した、第７回中プ

ロ・デザインラボの様子をお届けします。

第７回ラボには３８名の参加がありました！

日時：2026年４月27日（月）14:00～15:00

場所：千葉市役所２階 XL会議室202

発行年月日：2026年５月27日 千葉市

まちづくりビジョン（素案）のポイント・グランドデザインへの反映について

これまでの振り返りと第６回中プロ・デザインラボの成果の共有

はじめに、まちづくりビジョン策定の目的

やこれまでのラボで意見交換してきた内容

を振り返るとともに、前回の第６回中プロ・

デザインラボの成果を説明し、参加者とと

もにこれまでの取組を振り返りました。

これまでのラボでの意見交換を通じて

作成したまちづくりビジョン（素案）のポ

イントと、ビジョンの内容をどのようにグラン

ドデザイン改定版に反映していくかを説明

しました。

説明を踏まえて、まちづくりビジョン

（素案）に対するラボ参加者の想いや、

もっとこんなことを記載できると良いのでは

ないかといった多数のご意見を伺う意見

交換を行いました。

意見交換

プロジェクトを「フォロー」すると、継続的にお知らせが届きます！
（※「my groove 」への会員登録が必要です。 最短１分で完了）

他人の意見を知り、
あなたの考え、

アイディアも伝えたい！

オンラインで皆様のご意見、アイディアをお聞かせください

デザインラボで
考える、中プロの未来

を知りたい！

こちらからアクセス！●「中プロデザインラボ」オンラインン特設サイトのご案内
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＜（次回）中プロ・シンポジウムの開催＞

第７回ラボまでの意見交換および、市民意見募集（R8.5.1~R8.6.1）を通じて、令和８年６月に中央公園プロ

ムナード周辺のまちづくりビジョンを策定予定です。ビジョンの方向性や将来像を広く共有するとともに、多様な主体に

よる連携の機運を高め、今後の具体的なまちづくりの推進につなげることを目的とし、シンポジウムを開催します。

詳細は別途公表いたします。

中プロ・デザインラボからのお知らせ

第７回中プロ・デザインラボの参加者アンケート結果

市の広報や知人からの紹介で参加された方が多数を占めており

ます。参加希望の方は、千葉市公式ウェブサイトや広報をご確認

ください。

➊どこでラボを知りましたか？ ➋中央公園プロムナードの利用頻度は？

第７回中プロ・デザインラボには、毎日中央公園プロムナードを利

用されている方をはじめ、週に数回や月に１回程度来訪されてい

る方々が参加されました。

■毎日

■週に3~4回程度

■週に1~2回程度

■月に1回程度

意見交換

第７回ラボでは、まちづくりビジョン（素案）に対して以下のようなご意見をいただきました！

※➊は複数回答あり

問い合わせ：千葉市 都市局 都市部 都市計画課 千葉市役所低層棟４階 043-245-5305・5306

千葉駅は県の玄関口であり、多くの一般車、バス、タクシーなども入ってきている。このような方たちのご

協力もいただかないといけない部分もあるかと思う。
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まちづくりビジョンの「実現したい中プロのイメージと戦略」で、３つイメージを描いているが、♯１は「心惹

かれるまち」となっているのに対して、♯２は「にぎわい潤う」、♯３は「安心安全清潔」となっており、将

来のまちの姿として３つがあるということであれば、「〇〇なまち」と統一した方が良いのではないか。

まちづくりビジョン（素案）P.37～38では、中プロの役割として、中央公園や周辺商店街につながる回

遊性の向上とエリア全体への賑わいの波及を担うという文言が記載されているが、中プロが与えるエリア

全体への期待感や影響については文言が不足しているように感じる。もう少しその点を書き添えても良

いいのではないか。

中央公園プロムナードの景観は千葉の財産だと思い、これを整備していくことは大賛成である。しかし、一

つ気になるのは、中央公園プロムナードへ歩行者を促す原点は千葉駅であるが、千葉駅の東口ロータ

リーについては一切記載がされていない。歩道のどこを通ってこのプロムナードに来るのかを考えると、ロータ

リーにはバスが止まっているため、歩く方は縁を歩いてくると思う。その点も見直す必要があると思う。

中央公園プロムナードは、千葉駅前の顔であるが、その両側のまちには、多くのアクティビティ、活動が

行われているため、そのような雰囲気のあるまちであることをさらに深めていけると良いと思う。ビジョンの

ショットパースについて、自転車・スローモビリティの走行帯の仕切りがない。これは、すごく怖いと思う。

歩道を走っていると歩行者の方は自転車が怖い、車道を走っていると自転車は車が怖い。交通の問

題を考えるときに、スローモビリティをもっともっと活用していく必要があると思うが、やはりそのスローモビリ

ティを活用するためにどうすれば良いかを是非考えて、千葉でモデルをつくっていただきたいと思う。
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